
6広報こもろ　令和７年８月号

山に、登ろう。

ラ
ー
と
い
う
太
陽
光
の
柱
が
見
ら
れ

る
日
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
朝
夕
の
空

気
感
の
違
い
で
も
景
色
が
変
わ
っ
て

見
え
た
り
、
標
高
に
よ
っ
て
草
花
や

会
え
る
動
物
も
異
な
る
の
で
、
ど
ん

な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
登
山
し
て
も
間
違

い
な
く
楽
し
め
ま
す
。」

8 月 11 日は「山の日」、26 日は「火山防災の日」と、8 月は
山に関連する暦

こよみ
が続きます。

浅間山の登山口を有し、毎年多くの登山客で賑わう小諸
市。浅間山域の大自然を身近に味わえるのが、大きな魅
力の一つです。
今回、小諸市営火山館の館長である小林正人さんから、山
の魅力と登山する上での注意点など、お話を伺いました。

問　商工観光課 商工観光係（登山・火山館に関すること）
問　危機管理課 危機管理防災係（火山防災に関すること）

小諸市営 火山館 
館長
小林 正人 さん

　
小
林
館
長
が
山
に
登
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で
バ
ッ

ク
カ
ン
ト
リ
ー
を
始
め
た
の
が
き
っ

か
け
と
の
こ
と
で
、
昔
は
乗
鞍
岳
や

草
津
の
方
も
よ
く
登
っ
て
い
た
と
言

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中「
浅
間
高
峰

は
冬
を
除
き
、
ほ
ぼ
毎
週
末
登
っ
て

い
ま
し
た
。」と
い
う
小
林
館
長
。
毎

週
登
る
ほ
ど
の
魅
力
が
あ
る
浅
間
高

峰
山
域
。
そ
の
見
ど
こ
ろ
は
何
な
の

で
し
ょ
う
か
。
小
林
館
長
は
続
け
ま

す
。「
登
る
季
節
・
時
間
・
天
気
・
気
温
、

行
く
た
び
に“
山
の
色
”
が
違
う
こ
と

が
、
一
番
の
魅
力
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
夏
山
は
緑
が
青
々
と
し
て
い
ま

す
し
、
秋
に
は
紅
葉
と
雪
景
色
を
同

時
に
楽
し
め
た
り
、
冬
に
は
サ
ン
ピ

－ その先にある、非日常。－

【小諸市営 火山館】
休憩所・避難シェル
ター・資料展示室な
どを備えた、浅間山
登山道中の施設です。

浅間・高峰の山々は美しい景観を
楽しめますが、浅間山は日本有数
の活火山であることも、忘れては
なりません。市公
式 LINE などから、
最新の情報を入手
しましょう。
登録はコチラ▶

噴火警戒レベルを
確認しましょう

登山する時に
気をつけたいこと
浅間山域は気軽に登山を楽しめる環
境にあり、大自然に触れられる機会も
多いです。しかし準備や情報確認を
怠ると、命の危険を伴うこともあり
ます。左記にて登山する時の注意点
を紹介しますので、ご参照ください。
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草すべりからの浅間山

01

　
近
年
、
無
謀
な
登
山
客
や
遭
難
し

て
山
岳
救
助
を
要
請
す
る
と
い
っ
た

ニ
ュ
ー
ス
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
こ

の
浅
間
高
峰
山
域
で
大
き
な
ト
ラ
ブ

ル
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
大
自

然
が
相
手
で
あ
る
以
上
、
い
つ
何
が

楽
し
い
か
ら
こ
そ

気
を
つ
け
た
い「
山
」
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休憩所・避難シェル
ター・資料展示室な
どを備えた、浅間山
登山道中の施設です。

浅間・高峰の山々は美しい景観を
楽しめますが、浅間山は日本有数
の活火山であることも、忘れては
なりません。市公
式 LINE などから、
最新の情報を入手
しましょう。
登録はコチラ▶

噴火警戒レベルを
確認しましょう

登山する時に
気をつけたいこと
浅間山域は気軽に登山を楽しめる環
境にあり、大自然に触れられる機会も
多いです。しかし準備や情報確認を
怠ると、命の危険を伴うこともあり
ます。左記にて登山する時の注意点
を紹介しますので、ご参照ください。

❶

❷ ❸

草すべりからの浅間山

01

近
年
、
無
謀
な
登
山
客
や
遭
難
し

て
山
岳
救
助
を
要
請
す
る
と
い
っ
た

ニ
ュ
ー
ス
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
こ

の
浅
間
高
峰
山
域
で
大
き
な
ト
ラ
ブ

ル
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
大
自

然
が
相
手
で
あ
る
以
上
、
い
つ
何
が

楽
し
い
か
ら
こ
そ

気
を
つ
け
た
い「
山
」
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山に、登ろう。

ラ
ー
と
い
う
太
陽
光
の
柱
が
見
ら
れ

る
日
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
朝
夕
の
空

気
感
の
違
い
で
も
景
色
が
変
わ
っ
て

見
え
た
り
、
標
高
に
よ
っ
て
草
花
や

会
え
る
動
物
も
異
な
る
の
で
、
ど
ん

な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
登
山
し
て
も
間
違

い
な
く
楽
し
め
ま
す
。」

8 月 11 日は「山の日」、26 日は「火山防災の日」と、8 月は
山に関連する暦

こよみ
が続きます。

浅間山の登山口を有し、毎年多くの登山客で賑わう小諸
市。浅間山域の大自然を身近に味わえるのが、大きな魅
力の一つです。
今回、小諸市営火山館の館長である小林正人さんから、山
の魅力と登山する上での注意点など、お話を伺いました。

問　商工観光課 商工観光係（登山・火山館に関すること）
問　危機管理課 危機管理防災係（火山防災に関すること）

小諸市営 火山館 
館長
小林 正人 さん

小
林
館
長
が
山
に
登
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で
バ
ッ

ク
カ
ン
ト
リ
ー
を
始
め
た
の
が
き
っ

か
け
と
の
こ
と
で
、
昔
は
乗
鞍
岳
や

草
津
の
方
も
よ
く
登
っ
て
い
た
と
言

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中「
浅
間
高
峰

は
冬
を
除
き
、
ほ
ぼ
毎
週
末
登
っ
て

い
ま
し
た
。」と
い
う
小
林
館
長
。
毎

週
登
る
ほ
ど
の
魅
力
が
あ
る
浅
間
高

峰
山
域
。
そ
の
見
ど
こ
ろ
は
何
な
の

で
し
ょ
う
か
。
小
林
館
長
は
続
け
ま

す
。「
登
る
季
節
・
時
間
・
天
気
・
気
温
、

行
く
た
び
に“
山
の
色
”
が
違
う
こ
と

が
、
一
番
の
魅
力
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
夏
山
は
緑
が
青
々
と
し
て
い
ま

す
し
、
秋
に
は
紅
葉
と
雪
景
色
を
同

時
に
楽
し
め
た
り
、
冬
に
は
サ
ン
ピ

－ その先にある、非日常。－

【小諸市営 火山館】
休憩所・避難シェル
ター・資料展示室な
どを備えた、浅間山
登山道中の施設です。

浅間・高峰の山々は美しい景観を
楽しめますが、浅間山は日本有数
の活火山であることも、忘れては
なりません。市公
式 LINE などから、
最新の情報を入手
しましょう。
登録はコチラ▶

噴火警戒レベルを
確認しましょう

登山する時に
気をつけたいこと
浅間山域は気軽に登山を楽しめる環
境にあり、大自然に触れられる機会も
多いです。しかし準備や情報確認を
怠ると、命の危険を伴うこともあり
ます。左記にて登山する時の注意点
を紹介しますので、ご参照ください。
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ツキノワグマの被害に合わないために

■
緊
急
銃
猟
制
度
と
は
―
―
―

人
の
生
活
圏
内
に
ク
マ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
危
険
鳥
獣
が
出
没
し
、
人
の
生
命
や
身
体
に
差
し

迫
っ
た
危
険
が
及
ぶ
よ
う
な
緊
急
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
適
用
さ
れ
る
制
度
で
、
鳥
獣
保
護

管
理
法
に
よ
っ
て
令
和
７
年
９
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
通
常
、
野
生
動
物
の
捕
獲
等
は

都
道
府
県
の
許
可
が
必
要
で
す
が
、
法
で
定
め
る
要
件
を
満
た
し
た
場
合
に
、
銃
器
に
よ
る
危

険
鳥
獣
の
捕
獲
等
を
市
町
村
長
の
判
断
で
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

危
険
鳥
獣
に
対
す
る

緊
急
銃
猟
制
度

身を守る行動を！

お知らせします

　

ク
マ
と
の
遭
遇
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

日
頃
か
ら
の
注
意
と
対
策
が
と
て
も
大

切
で
す
。
農
地
や
山
林
で
行
動
す
る
際

や
、
日
常
生
活
で
の
注
意
点
、
さ
ら
に

ク
マ
と
遭
遇
し
て
し
ま
っ
た
と
き
の
対

処
法
を
以
下
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　
ク
マ
の
目
撃
情
報
や
、
足
跡
・
フ
ン

な
ど
の
痕
跡
を
見
つ
け
た
ら
、
小
諸
市

役
所
農
林
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ク
マ
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め

る
べ
く
、
皆
様
お
一
人
お
ひ
と
り
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
農
林
課  
林
務
係

　
☎
22-

１
７
０
０

クマスプレー
アウトドア専門
店、ホームセン
ターなどで購入
できます。

■近くでクマを目撃した場合
　 近距離で遭遇してしまった場合は慌てずにゆっくり  
 　と後ずさりしながらその場を離れましょう 

■遠くでクマを目撃した場合
　 静かにその場を
　 立ち去りましょう

■クマに遭遇した場合の対処法を確認

【写真】①クマの冬眠穴。②畑に残るクマの足跡。
③シカ用のわなに誤ってかかってしまったクマ
（2才）。

緊
急
銃
猟
制
度

お知らせします

【写真】緊急銃猟の訓練の様子。また４月には「信州ガバメントハンター協議会」の定例会も
開催され、今後は市町村の枠を超えた連携で課題解決や問題共有を目指していきます。

これら厳格な要件のもと、やむを得ない場合に実施されるのが緊急銃猟なのです。

クマ等が、学校、住宅地、道路など、
市民の皆様が日常利用する場所や
乗物に侵入している又は侵入する
おそれが大きいこと

出没したクマ等による人の生命・身
体に対する危害を防止するための措
置を緊急に講じる必要があること

追い払いや捕獲檻など、銃猟以外の
方法では、的確かつ迅速にクマ等の
捕獲をすることが困難であること

銃猟によって周辺住民や関係者等に
被害が及ばないよう、 付近の通行規
制や屋内退避等の十分な安全対策が
講じられていると認めるとき

現場周辺の安全を確保するため、交通規制や立入規制、屋内
退避等をお願いする場合があります。安全確保に関する情報
は、市公式HP、 SNS や防災行政無線によってお知らせします。
緊急銃猟実施時には、市職員及び警察官等からの要請・指示
に沿ってご対応いただきますようご協力をお願いします。

■日常生活圏内への出没

■緊急性があるか ■捕獲方法

■安全性の確保

緊急銃猟制度

■緊急銃猟対応管理システムの導入

大町市と民間企業が共同開発
し既に同市において運用され
ているシステムを小諸市でも
導入を予定。現場の進捗及び
記録を一元管理、対応に当た
る関係者の情報共有、 役割と
実施手順の可視化による迅
速・確実な遂行を目指します。

■訓練の実施

机上訓練や実地訓練を開催
し、制度や手順の理解促進、
課題の検討を進めています。
本年は既に緊急銃猟対応管理
システムを使用して 3 月に
机上訓練を、4月には実地訓
練を開催しました。

■専門人材の確保と体制強化

農林課に狩猟免許等を持つ職員、
いわゆるガバメントハンターが在
籍しています。本年4月から緊急銃
猟に対応する人員の確保、野生鳥
獣対策に取り組む新たな人材とし
て１名を雇用、3名体制となりまし
た。初動対応力や地元ハンターと
の連携体制を一層強化します。
【写真（左から）】櫻井 優祐さん、
 佐藤 勝弥さん、児玉 翔さん

小諸市の対策強化

01 この制度の適用には、以下の 4つの要件をすべて満たす必要があります。

緊急銃猟
実施時の
お願い

02

ク
マ
に
遭
遇
し
な
い

心
が
け
が
大
切
で
す

心
が
け
が
大
切
で
す

【訓練】 【訓練】

【訓練】

❶

❸❷

野生鳥獣との関わり方を考える。特集

増加する野生鳥獣対策として、下記のとおり強化を進めています。

【防御姿勢】

■同行者や場所、時間帯の検討をしてください ■日常生活でクマを寄せ付けないために注意すべきこと

明け方や夕暮れは、クマの活動も活発な時間帯です。こう
した時間帯における行動はできる限り避けるか、農作業等
で必要な場合は、十分な対策を講じるようお願いします。

できるだけ複数
人で行動する

01
笹ヤブや茂みなど
見通しの悪い場所
は避ける

02
クマの足跡やフ
ンなどの痕跡を
発見した場合、
その場を離れる

03
生ごみや家庭菜園
等の収穫残さ、栗
や柿などの果樹、 
揮発性油等は適切
に管理し、クマを
誘因しないよう注
意する

01
クマの出没が多発
している地域では、 
夏から秋にかけて
コンポスト（生ごみ
処理機）の使用を一
時的に中断するな
どの対応をとる

02
山林に近い地域で
は、 農地や自宅周辺
のヤブ払い、草刈り
をしてクマが茂み
に隠れやすい場所
や山林から地続き
で移動しやすい場
所の手入れをする

03

大声を出したり、急に走り出
したりするとクマを刺激して
思わぬ行動をすることや、 本
能的に逃げるものを追いかけ
てくる可能性がありますので
落ち着いて行動しましょう。

【クマスプレー等を携帯していない場合】両腕で顔や頭
を守り、うつ伏せになって顔面や頸部等への致命傷を
防ぐための防御姿勢を取りましょう。クマは一度攻撃
した後、 隙を見て逃走することもありますのでクマが
立ち去るまで身を守る行動を取りましょう。

【クマが至近距離で向かってきた場合】クマスプレーを
クマの鼻先に向けて噴射し続けクマが怯んで逃げて行
くのを確認してからゆっくりとその場を離れ避難して
ください。

▶ ▶


